
二
点

三
点

四
点

五
点

　
《
互
選
句
》

〈
紙
上
選
句
〉

〈

投
句
・
選
句
〉

出
席
者

〈
選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
季
重
な
り
）

乳
頭
の
宿
の
炉
に
挿
す
岩
魚
か
な

失
せ
物
を
探
し
に
戻
る
油
照
り

ゲ
リ
ラ
豪
雨
去
っ
て
ひ
ぐ
ら
し
鳴
く
夕
べ

雨
あ
が
り
蝉
し
ぐ
れ
聞
く
木
立
か
な

そ
の
歴
史
今
年
も
読
み
ぬ
終
戦
忌

限
ら
れ
し
命
な
れ
ど
も
蝉
の
穴

白
帝
や
手
拍
子
だ
け
の
甲
子
園

ボ
ル
ド
ー
を
一
人
味
は
ひ
秋
に
入
る

水
茎
の
ま
だ
濡
れ
て
ゐ
る
落
し
文

投
下
し
た
国
を
論
ぜ
ぬ
原
爆
忌

葉
蔭
な
る
苔
青
々
と
夏
の
寺

蟻
運
ぶ
命
の
か
け
ら
風
立
ち
ぬ

洋
上
の
ス
パ
ン
コ
ー
ル
や
星
月
夜

願
う
の
は
コ
ロ
ナ
終
息
流
れ
星

老
い
し
身
を
コ
ロ
ナ
と
共
生
秋
立
ち
ぬ

折
り
鶴
を
折
れ
ぬ
不
器
用
敗
戦
忌

終
戦
忌
い
つ
し
か
四
海
波
高
し

青
紅
葉
乗
せ
て
た
ん
熊
夏
料
理

片
蔭
に
車
列
な
す
朝
の
墓

姫
百
合
や
ガ
マ
の
惨
禍
を
忘
る
ま
じ

遠
き
世
の
妻
の
声
し
て
秋
に
入
る

　
　
　
　
（

何
通
り
に
も
解
釈
で
き
る
面
白
い
作
品
）

ゆ
っ
く
り
と
木
馬
の
回
る
夏
の
果
て

特
攻
隊
偲
ぶ
青
空
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（

季
重
な
り
だ
が
許
容
範
囲
？
）

夏
芝
居
黒
衣
（

く
ろ
ご
）

も
黒
い
マ
ス
ク
し
て

皆
笑
ふ
間
隔
空
け
て
夏
の
寄
席

手
洗
ひ
と
靴
脱
ぐ
文
化
さ
や
け
し
や

涼
み
船
ず
ん
ぐ
り
舫
ふ
柳
橋

秋
蝉
の
横
切
る
舞
台
野
外
能

か
な
か
な
の
響
き
て
森
の
深
さ
か
な

　
　
　
　
（
浩
・
・
「
な
い
」
→
「
な
き
」
）

帰
る
な
と
言
ふ
人
も
な
い
お
盆
か
な

空
蝉
や
山
路
に
残
る
生
き
証
（
あ
か
し
）

心
奥
（
し
ん
の
う
）
に
彼
の
人
の
声
大
文
字

消
し
き
れ
ぬ
少
年
の
鬱
敗
戦
日

老
犬
の
へ
た
り
込
み
た
る
残
暑
か
な

◎
は
孤
舟
選
者
の
選

堂
哉

恵
洲

仝

た
だ
し
げ

仝 仝 仝
五
郎
太

孤
舟

忠
彦

仝
啓
子

昇
正
明

ゆ
た
か

恵
洲

健
介

弘
子

五
郎
太

紀
久
男

規
雄

び
ん

ゆ
た
か

た
だ
し
げ

千
恵

健
介

弘
子

仝
孤
舟

仝
忠
彦

仝
盛
雄

亜
也

（
千
・
た
）

（
紀
・
五
）

（
紀
・
く
）

（
孤
・
浩
）

（
堅
・
紀
）

（
紀
・
啓
）

（
眞
・
紀
）

（
紀
・
隆
）

（
啓
・
三
）

（
堅
・
紀
）

（
紀
・
た
・
浩
）

（
紀
・
孝
・
浩
）

（
孤
・
千
・
龍
）

（
紀
・
五
・
龍
）

（
紀
・
た
・
敏
）

（
忠
・
啓
・
く
）

（
孤
・
た
・
充
）

（
紀
・
く
・
三
）

（
眞
・
忠
・
孤
）

（
孤
・
た
・
く
）

（
紀
・
孝
・
隆
・
充
）

（
紀
・
孤
・
千
・
く
）

（
敏
・
隆
・
充
・
く
）

（

眞
・
紀
・
忠
・
千
）

（
紀
・
敏
・
く
・
龍
）

（
眞
・
紀
・
忠
・
五
）

（
紀
・
五
・
啓
・
三
）

（
堅
・
眞
・
紀
・
千
）

（
千
・
敏
・
隆
・
充
）

（
た
・
敏
・
浩
・
龍
）

（
紀
・
五
・
孝
・
浩
）

（
堅
・
五
・
千
・
孝
・
三
）

（
堅
・
紀
・
孤
・
隆
・
啓
）

（
紀
・
孤
・
敏
・
充
・
浩
）

 
 
 
第
四
百
十
二
回
　
青
葉
会

橋
口
隆
　
早
川
充
章
　
松
崎
浩
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
柿
﨑
忠
彦
　
重
枝
孝
岳
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎

　
　
　
令
和
二
年
八
月
二
十
七
日
（

木
）

　
午
后
一
時
半
～

五
時
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
会
議
室

宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
山
内
天
牛
　
渡
邊
盛
雄

土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
川
雅
夫
　
長
谷
見
び
ん
　
福
島
正
明
　
古
田
昇

伊
賀
山
そ
ら
お
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
小
西
弘
子
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲

川
口
孤
舟

今
井
紀
久
男
　
久
米
五
郎
太
　
在
間
千
恵
　
佐
藤
た
だ
し
げ
　
星
田
啓
子



一
点

◎ ◎ ◎

　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼
　
　
✼

戦
な
き
世
の
五
山
送
り
火
さ
や
か

じ
い
さ
ん
の
捕
虫
網
も
ち
山
中
湖

モ
ネ
の
池
鯉
を
目
で
追
ふ
木
槿
か
な

友
哀
し
夫
（

つ
ま
）

炎
帝
に
拉
致
せ
ら
る

風
蘭
（

ふ
う
ら
ん
）

の
映
像
寄
越
す
友
の
無
事

児
ら
の
声
朝
顔
待
ち
し
雨
止
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
季
重
な
り
）

花
擬
寶
珠
揺
ら
せ
ば
夏
の
蝶
舞
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
等
）

無
料
配
信
真
夏
の
午
后
は
家
オ
ペ
ラ

快
眠
を
夜
中
の
汗
に
破
ら
る
る

立
版
古
（

た
て
ば
ん
こ
）

油
の
地
獄
の
仁
左
衛
門

水
馬
の
己
の
影
に
追
い
付
け
ず

渺
茫
の
海
を
溢
る
る
夕
焼
か
な

大
瑠
璃
の
歌
声
響
く
沢
の
道

　
　
　
　
（

会
津
喜
多
方
「

弥
右
衛
門
」

純
吟
）

う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
超
辛
冷
酒
か
な

　
　
（

播
磨
屋
一
門
の
「

時
今
也
桔
梗
旗
揚
」
）

光
秀
の
殺
気
冷
（
す
さ
）

ま
じ
小
屋
圧
す

　
（

黒
姫
山
。

杉
林
を
伐
り
広
葉
樹
植
え
、

せ
せ
ら
ぎ
戻
る
）

子
ら
遊
ぶ
照
葉
樹
林
の
風
青
し

　
ウ
ェ
ー

ル
ズ
人
Ｃ
．
Ｗ
ニ
コ
ル
死
す

被
爆
せ
し
友
か
ら
地
酒
広
島
忌

虫
愛
で
る
師
と
句
友
の
快
癒
祈
（
ね
）
ぐ

炎
昼
や
テ
レ
ビ
の
音
と
夢
う
つ
つ

み
ん
み
ん
の
声
町
内
を
制
圧
す

敗
戦
忌
た
て
も
の
疎
開
の
つ
ち
ぼ
こ
り

一
心
に
三
味
の
稽
古
や
星
月
夜

水
澄
み
て
子
抱
狛
犬
目
の
優
し

密
な
れ
ば
遠
慮
が
故
に
扇
子
置
く

長
崎
忌
夾
竹
桃
に
風
が
吹
く

暑
さ
忘
る
シ
ョ
パ
ン
奏
で
る
指
先
に

朝
顔
に
童
子
の
や
う
に
水
を
遣
る

満
月
や
馴
染
み
の
団
子
屋
閉
店
し

山
下
り
て
駅
の
別
れ
に
夏
終
わ
る

つ
く
ば
ひ
に
化
粧
直
す
や
半
夏
生

万
緑
の
石
段
千
の
立
石
寺

盛
雄

天
牛

け
い
子

仝
啓
子

仝
雅
夫

仝
千
恵

弘
子

仝
孤
舟

仝
忠
彦

仝 仝 仝
紀
久
男

仝
そ
ら
お

天
牛

仝
け
い
子

亜
也

規
雄

千
恵

昇
正
明

び
ん

雅
夫

仝

（
紀
）

（
紀
）

（
紀
）

（
紀
）

（
紀
）

（
龍
）

（
孝
）

（
紀
）

（
孤
）

（
紀
）

（
五
）

（
紀
）

（
紀
）

（
紀
）

（
た
）

（
充
）

（
た
）

（
忠
）

（
た
）

（
紀
）

（
紀
・
三
）

（
紀
・
龍
）

（
紀
・
く
）

（
紀
・
忠
）

（
孤
・
啓
）

（
堅
・
紀
）

（
啓
・
三
）

（
紀
・
龍
）

（
眞
・
紀
）

（
紀
・
孝
）

（
紀
・
孤
）

　
　
●
次
回
青
葉
会

　
　
　
令
和
二
年
　
九
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
　
紀
久
男

▲
当
季
雑
詠
五
句
　
投
句
二
句

九
月
二
十
四
日
（
木
）

午
后
一
時
半
～
五
時
　
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（

立
版
古
・
・
関
西
の
芝
居
絵
看
板
。

組
上
げ
絵
。

夏
の
季
語
）



　
　
　
新
居
田
政
司
さ
ん
へ
献
杯
（
以
前
よ
く
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
が
投
句
な
し
）
、
千
恵
さ
ん
寄
贈
の
純
吟
「
蓬
莱
」
（
飛
騨
）

　
一
、
今
回
は
句
会
決
行
の
五
人
揃
い
、
投
句
は
今
ま
で
最
多
の
1
7
名
。
ま
ず
八
月
七
日
に
一
周
忌
を
迎
え
ら
れ
た

　
令
和
二
年
八
月
 
青
葉
会
報

　
　
　
句
会
場
へ
T
E
L
あ
り
、
こ
の
日
無
事
退
院
さ
れ
た
由
。

　
　
　
社
友
会
H
P
寄
稿
文
　
（
四
）
天
牛
さ
ん
か
ら
の
F
A
X

(

誤
嚥
性
肺
炎
で
入
院

)

い
た
だ
い
て
い
た
が
、

　
　
　
回
覧
は
（
一
）
新
居
田
さ
ん
奥
様
か
ら
の
お
手
紙
　

(

二
）
眞
希
子
さ
ん
か
ら
の
F
a
x
　
（
三
）
赤
田
堅
さ
ん
の

　
　
　
快
調
に
飛
ば
し
ご
覧
の
よ
う
に
、
亜
也
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
、
忠
彦
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

　
　
　
（
会
津
喜
多
方
）
と
お
つ
ま
み
（
鰯
の
干
物
他
）
め
だ
か
の
佃
煮
（
新
潟
）
を
賞
味
し
つ
つ
五
郎
太
さ
ん
の
進
行
役
で

　
　
　
啓
子
さ
ん
の
冷
や
し
た
ビ
ー
ル
二
缶
、
枝
豆
、
煎
餅
、
小
生
持
参
・
・
忠
彦
さ
ん
か
ら
の
「
弥
右
衛
門
」
大
吟
醸

　
　
　
す
だ
椎
の
午
下
の
下
闇
不
浄
門
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
し
ば
し
ば
に
腰
立
て
直
す
草
む
し
り
　
　
　
仝

　
　
　
返
信
を
た
う
た
う
書
か
ず
虎
耳
草
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
草
取
も
晴
耕
の
う
ち
今
日
も
庭
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
香
水
の
微
か
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
　
　
弘
子
　
　
　
曜
日
忘
れ
て
支
障
な
き
日
に
衣
が
へ
　
　
陽
亮

　
二
、
関
係
者
近
詠

　
　
　
（
原
爆
忌
）
に
関
連
し
て
「
文
明
人
の
す
る
こ
と
で
な
い
」
（
当
時
の
内
閣
書
記
官
長
　
迫
水
久
常
の
言
）

　
　
　
話
題
は

(

一
）
新
竹
橋
ビ
ル
建
て
替
え
は
完
了
し
た
が
日
本
橋
か
ら
の
引
っ
越
し
は
？
　
（
二
）
忠
彦
さ
ん
の
二
点
句

　
　
　
　
　
ー
ー
ー
「
N
H
K
俳
句
」
9
月
号
　
対
馬
康
子
選
　
　
　
黙
祷
の
多
き
世
に
生
き
サ
ン
グ
ラ
ス
　
　
　
仝

　
　
　
い
と
ほ
し
き
髪
洗
ふ
妻
癌
病
棟
　
　
　
　
　
　
　
規
雄
　
　
　
空
腹
の
楽
し
さ
を
知
る
秋
遍
路
　
　
　
　
盛
雄

　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー
ー
ー
森
の
座

　
　
　
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
の
脚
高
々
や
立
葵
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
わ
が
青
春
の
日
の
蹉
跌
　
　
仝

　
　
　
八
橋
の
母
の
一
枚
花
菖
蒲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
新
樹
光
け
さ
川
沿
ひ
に
七
千
歩
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
き
さ
ら
ぎ
句
会
8
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
し
げ
な
桂
文
楽
の
十
八
番
（
お
は
こ
）
か
な
　
仝

　
　
　
熊
蝉
の
た
た
み
か
け
く
る
真
昼
か
な
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
義
太
夫
の
腹
帯
締
め
て
汗
み
ず
く
　
　
紀
久
男

　
　
　
蜩
の
声
に
誘
は
れ
独
り
酌
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
七
輪
で
秋
刀
魚
焦
が
せ
し
母
な
り
き
　
　
　
仝

　
　
　
息
災
の
印
と
届
く
鱧
料
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
章
　
　
　
登
り
来
て
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
大
群
生
　
　
健
介

　
　
　
飯
盒
の
炊
け
て
キ
ャ
ン
プ
の
朝
動
く
　
　
　
　
　
仝
　
　
・
梅
雨
の
夜
の
金
の
折
鶴
父
に
呉
れ
よ
　
　
草
田
男

　
　
　
風
鈴
の
押
し
黙
り
た
る
夕
べ
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
縺
れ
た
る
心
解
く
ご
と
粽
解
く
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
「
俳
壇
」
6
月
号
　
角
谷
昌
子
の
紹
介
句

　
　
　
人
は
み
な
沖
を
見
て
を
り
蜃
気
楼
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
卯
波
立
ち
わ
が
心
の
帆
全
開
す
　
　
襄

　
　
　
ど
の
子
に
も
凧
の
空
あ
り
未
来
あ
り
　
　
　
　
孤
舟
　
　
「
沖
」
５
月
号
能
村
研
三
が
「
星
空
」
よ
り
一
句
抽
出

　
三
、
孤
舟
選
者
主
宰
の
「
爽
樹
」
9
月
号
よ
り

　
　
　
宴
は
ね
ま
た
二
人
き
り
星
月
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
退
い
て
昼
寝
安
け
き
月
曜
日

　
　
　
　
小
生
好
み
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。
師
匠
は
井
村
隆
信
さ
ん
、
恵
洲
さ
ん
。

　
四
、
堂
哉
さ
ん
が
初
の
句
集
「
ぽ
こ
・
あ
・
ぽ
こ
」
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
（
8
月
、
6
3
頁
、
平
野
滋
樹
さ
ん
作
成
の
由
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
文
字
ふ
む
や
金
魚
の
お
よ
ぎ
ぶ
り
　
　
永
井
荷
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
俳
句
」
6
月
号
　
文
人
俳
句
で
高
柳
克
弘
が
紹
介

　
　
　
文
字
踊
る
術
後
の
メ
ー
ル
春
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
梅
を
嗅
ぐ
と
言
ふ
母
抱
き
上
げ
ぬ

　
　
　
古
稀
近
し
四
代
揃
ひ
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
ナ
ー
の
絵
の
ご
と
暮
れ
る
秋
の
海

　
　
　
水
底
の
深
さ
知
ら
ず
や
水
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
摺
の
椿
抜
け
れ
ば
海
光
る

　
　
　
マ
ス
ク
し
て
マ
ス
ク
の
人
を
避
け
ゐ
た
り
　
　
　
　
　
草
餅
に
煙
管
の
似
合
ふ
縁
の
叔
父

　
　
　
棟
梁
の
声
音
鋭
く
梅
雨
近
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晩
婚
の
子
の
初
産
や
梅
開
く

　
　
　
三
代
が
味
比
べ
あ
ふ
節
料
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ッ
プ
酒
煮
汁
か
け
継
ぎ
眼
張
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
二
年
九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
テ
ラ
ン
の
粋
な
踊
り
や
腰
団
扇
（
奥
様
の
作
）

　
　
　
長
き
夜
や
妻
と
譜
を
読
む
レ
ク
イ
エ
ム
　
　
　
　
　
　
満
開
の
さ
く
ら
待
た
ず
に
母
逝
き
ぬ

　
　
　
傘
寿
と
て
こ
れ
が
限
り
の
賀
状
と
や
　
　
　
　
　
　
　
シ
ベ
リ
ア
は
父
の
流
刑
地
鳥
帰
る


